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商工会は経営支援を通じて
事業者の未来に貢献する

「商工会は 行きます 聞きます 提案します」

2 県青連通常総会・第１回リーダー講習会

3 県女連通常総会・第１回リーダー講習会

4 未来を応援 / 春の叙勲・褒章受章者

https://www.gifushoko.or.jp/
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椅
子
の
「
張
地
」
は
、摩
擦
や
耐
光
な
ど

の
試
験
に
合
格
し
た
布
地
が
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
抗
菌
、防
汚
、耐
火
と
い
っ
た
高
性

能
な
布
地
で
す
。
色
柄
や
質
感
が
独
特
な

も
の
も
多
く
、
こ
の
布
を
使
う
こ
と
で
商

品
が
非
常
に
個
性
的
に
仕
上
が
り
ま
す
。

当
店
の
も
の
づ
く
り
に
は
、
家
具
メ
ー

カ
ー
勤
務
時
代
に
培
っ
た
、
布
の
特
性
の

知
識
や
セ
ン
ス
と
縫
製
技
術
が
活
か
さ
れ

て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
と
災
害
を
乗
り
越
え
て

創
業
し
た
と
き
は
コ
ロ
ナ
自
粛
中
で

あ
っ
た
上
、
７
月
に
は
豪
雨
災
害
で
店
舗

か
ら
１
０
０
ｍ
の
と
こ
ろ
で
国
道
が
崩

落
、
長
い
間
通
行
止
め
と
な
っ
て
人
流
が

途
絶
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
商
工

会
か
ら
様
々
な
こ
と
で
声
を
か
け
て
い
た

だ
き
、
徐
々
に
状
況
が
改
善
し
て
き
ま
し

た
。
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
へ
の
登
録
や

無
印
良
品
さ
ん
の
店
頭
イ
ベ
ン
ト
出
店
な

ど
も
商
工
会
か
ら
の
紹
介
が
き
っ
か
け
で

し
た
。
昨
年
は
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補

助
金
を
活
用
し
、店
舗
を
改
装
し
ま
し
た
。

こ
の
町
で
、
オ
シ
ャ
レ
で
他
に
な
い

バ
ッ
グ
を
持
っ
て
い
た
ら
オ
モ
シ
ロ
イ

改
装
し
た
店
舗
に
は
地
元
の
主
婦
た
ち

が
大
勢
お
越
し
に
な
り
、
嬉
し
そ
う
に
商

品
を
見
て
喜
ん
で
帰
っ
て
行
か
れ
ま
す
。

そ
ん
な
喜
ん
で
下
さ
る
様
子
を
見
る
の
が

と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。こ
れ
か
ら
は「
ベ

ビ
ー
」「
メ
ン
ズ
」
な
ど
、CA

RA
V

ELLE

ブ
ラ
ン
ド
を
細
分
化
し
て
い
き
た
い
と
計

画
中
で
す
。
女
性
だ
け
で
な
く
皆
が
当
店

の
商
品
を
楽
し
ん
で
見
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
し
て
い
き
ま
す
。

CA
RA

V
ELLE

ブ
ラ
ン
ド
が
地
元
の

方
々
に
「
都
会
で
な
く
て
も
、
い
い
も
の

が
小
坂
に
あ
る
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る

も
の
に
な
る
の
が
理
想
で
す
。

（
所
属 

小
坂
町
商
工
会
）

お
客
様
の
想
い
を
解
釈
し
て

形
に
す
る

知
識
と
セ
ン
ス
と
技
術
を
活
か
し

高
山
市
内
の
家
具
メ
ー
カ
ー
に
お
よ
そ

10
年
勤
務
し
、
主
に
家
具
デ
ザ
イ
ン
の
シ

リ
ー
ズ
化
と
椅
子
の
張
替
え
に
携
わ
っ
て

い
た
経
験
を
も
と
に
令
和
２
年
５
月
に
開

業
し
ま
し
た
。

当
店
で
製
造
・
販
売
し
て
い
る
バ
ッ
グ

や
小
物
の
材
料
に
は
、
椅
子
に
使
わ
れ
る

「
張
地
」
を
使
っ
て
い
る
こ
と
が
大
き
な

特
徴
で
す
。

元
気
企
業
紹
介

▪ 

Ｃ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
Ｅ

　
　
　
　
　
　
　
（
カ
ラ
ベ
ル
） 

▪

 

下
呂
市
小
坂
町
門
坂
５
０
０
の
１

 

０
８
０

－

５
１
２
１

－

３
９
５
７

Instagram
@

caravelle.diary

CARAVELLEオリジナル　
まんまるリュック

▲

▲店内の様子

事業主の大森さん

▲

▲店舗外観
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令
和
五
年
度
テ
ー
マ

「
共
創
～
学
び
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
団
結
～
」

五
月
十
五
日
、
令
和
五
年
度
県
商
工

会
青
年
部
連
合
会
通
常
総
会
を
グ
ラ
ン

ヴ
ェ
ー
ル
岐
山
で
開
催
し
ま
し
た
。
第
一

号
議
案
「
令
和
４
年
度
事
業
報
告
書
、
収

支
決
算
書
、
貸
借
対
照
表
及
び
財
産
目
録

の
承
認
に
つ
い
て
」か
ら
第
五
号
議
案「
岐

阜
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
規
程
の
一
部

改
正
（
案
）
に
つ
い
て
」
ま
で
原
案
ど
お

り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
第
六

号
議
案
「
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
選
任

に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
恵
那
市
恵
南
商

工
会
青
年
部
の
西
尾
将
史
さ
ん
が
新
会
長

に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。（
新
役
員
は
左
記

表
１
の
と
お
り
）

な
お
、
総
会
に
先
立
ち
、「
青
年
部
功

労
者
」
並
び
に
「
新
規
加
入
部
員
増
加
優

良
青
年
部
」等
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
被
表
彰
者
は
左
記
表
２
の
と
お
り
）

総
会
終
了
後
、
リ
ー
ダ
ー
講
習
会
を
開

催
し
、
現
在
、
千
葉
県
の
山
武
市
商
工
会

長
で
第
十
六
代
全
青
連
会
長
も
務
め
ら
れ

た
大
髙
衛
氏（
大
髙
醤
油
㈱
代
表
取
締
役
）

よ
り
「
商
工
会
青

年
部
の
あ
る
べ
き

姿
」
を
テ
ー
マ
に

ご
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。

令
和
四
年
度
、
県
青
連
で
は
、「
青
年

部
あ
り
方
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
岐

阜
県
下
商
工
会
青
年
部
が
抱
え
る
「
部
員

数
の
減
少
」、「
青
年
部
員
に
お
け
る
青
年

部
活
動
へ
の
参
加
率
の
停
滞
」
な
ど
の
問

題
へ
の
解
決
策
を
検
討
し
、
そ
の
内
容
を

「
今
後
の
青
年
部
の
あ
り
方
」
と
し
て
ま

と
め
ま
し
た
。

大
髙
氏
の
講
演
は
、
ま
さ
に
あ
り
方
検

討
委
員
会
で
検
討
し
て
き
た
内
容
に
共
通

す
る
大
変
有
意
義
な
講
演
会
と
な
り
ま
し

た
。令

和
五
年
度
、
県
青
連
で
は
、「
共
創

～
学
び
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
団
結
～
」を
テ
ー

マ
に
、
新
し
い
時
代
に
合
わ
せ
た
組
織
づ

く
り
と
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

役職名 氏　　名 所属商工会
会 長 西尾　将史 恵那市恵南
副会長 大野　良太 北方町
副会長 小竹　宏和 大垣市
副会長 牧野　勲平 東白川村
副会長 中島　　源 中津川北
副会長 山田　朋永 小坂町
理 事 近藤　裕貴 岐南町
理 事 渡邊　敏充 海津市
理 事 水野　貴文 関ケ原町
理 事 森　　有生 関市西
理 事 中山富美也 白川町
理 事 纐纈　勝義 恵那市恵南
理 事 岩木　康裕 中津川北
理 事 中村　龍也 下呂
監 事 田中　辰典 山県市
監 事 田中　大輔 古川町

県青連新役員名簿 表１

令和5年度 県青連 通常総会 功労者
表彰における被表彰者一覧 表２

令
和
五
年
度　

岐
阜
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会　

　

岐
阜
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会　

通
常
総
会

通
常
総
会  

及
び
及
び  

第
１
回
リ
ー
ダ
ー
講
習
会

第
１
回
リ
ー
ダ
ー
講
習
会

青年部功労者
青年部名 氏　　名 青年部名 氏　　名
岐南町 安井　　崇 川辺町 中山　和紀
笠松町 臼井伸一郎 八百津町 佐藤　建郎
笠松町 城井　卓也 白川町 鈴村　桂司
山県市 中村　京平 東白川村 田口　雅士
山県市 三島　好晴 御嵩町 山口　　修
山県市 安藤　智裕 笠原町 久田　一輝
神戸町 澤崎　宏介 中津川北 関口　成彦
輪之内町 馬渕　洋子 中津川北 三尾　隆介
安八町 伊藤　英一 中津川北 吉村卓玖也
海津市 神野　郁雄 恵那市恵南 太田　基之
海津市 渡邊　敏充 萩原町 桂川　卓也
養老町 桐山　一樹 萩原町 野村　賢司
養老町 久保田祐輔 小坂町 森腰　将也
関市東 土屋　　暁 金山町 川尻　晃之
関市東 熊澤　博司 高山西 森下　裕基
郡上市 高橋　　基 高山西 橋詰　裕介
郡上市 小西　泰雄

新規加入部員増加優良青年部
郡上市商工会青年部
恵那市恵南商工会青年部
垂井町商工会青年部
金山町商工会青年部

部員増加伸び率優良青年部
神戸町商工会青年部
山県市商工会青年部
高山西商工会青年部

•われわれ商工会青年部は、地域社会と
自社発展のため、常に創意工夫を凝らし、
日々切磋琢磨していきます！！

理 念

今後の青年部のあり方

•ビジネスを加速させるための場所

•若手経営者（後継者）、地域を牽引する次世代の
リーダーとして成長する場所

•地域づくりを牽引する仲間が集う場所

•商工業の発展と中・小規模事業者の地位向上を目指す
仲間が集う場所

商工会青年部のあり方

現在、県下商工会青年部では、部員数の減少・青年部活動への参加率の停滞などの問
題があります。
これらの問題解決を図るため、岐阜県商工会青年部連合会では、「青年部あり方検討

委員会」をつくり、今後の青年部のあり方について検討しました。
その内容を、「今後の青年部のあり方」として示すとともに、青年部の活性化を図る

ことを期待します。

令和5年4月7日発行
岐阜県商工会青年部連合会

【青年部事業】

【組織・人材】

•経営者・後継者としての経営力向上・資質向上など、自社の発展に繋がる研修会を企画運営しよう。
•地域の若手リーダーとして地域課題を捉え、課題解決や意識向上に繋がるテーマを設定しよう。①研修会

•地域の関係諸団体と連携し、地域のニーズを捉えた事業を行おう。
•子どもたちに夢や希望を与え、未来に繋がる地域に根差した事業を計画しよう。（職場体験など）
•地域との積極的な関わり合いを通じて、自己研鑽や事業の発展に繋がるような事業を行おう。
•地域に貢献度の高い事業を実施することで、必要とされる組織を目指し、商工会青年部と他団体の
差別化を図ろう。

②地域貢献事業
（イベント事業）

•リアル、オンライン開催を使い分け、参加者全員の意見交換と情報共有（青年部事業、商工会事業、
地域の情報など）の場にしよう。

•部員同士の事業についてよく知る場にしよう。（事業紹介など）
•会議運営や議論の進め方、ファシリテーションなどについて学ぶ場にしよう。

③会議等

•目的や目標を皆で共有する場を作り、部員同士の結束力を高めよう。
•青年部活動や自身の事業について、語り合う場にしよう。

•決意表明やスローガンを作り、部員と協調して事業や地域振興に取り組もう。
•青年部活動の魅力を伝え、青年部員の声を聴き、力強く青年部をリードしよう。
•行政や他団体との連携を図り、地域のリーダー的存在になろう。
•県青連事業や地区協議会事業に積極的に参加しよう。

③商工会青年部長

•全青連・県青連の情報を各単会に伝える架け橋となろう。
•協議会という規模を活かしたより密な単会同士の交流を促そう。④地区協議会

•全青連事業や全国の商工会青年部活動の情報を県下商工会青年部員に伝える架け橋となろう。
•単会の活動状況や優良事例を共有し、全国に発信しよう。
•単会の活動や県下青年部員の資質向上に繋がる事業の実施と情報発信を行おう。
•県青連会長は、決意表明やスローガンを作ろう。
•巡り巡って得たチャンスを活かし、経営者又は後継者として、リーダーとしての資質向上を図ろう。

⑤県青連

•青年部長を補佐し、青年部事業の運営に率先して取り組もう。
•県青連事業・地区協議会事業に積極的に参加しよう。

【関係者との連携等】
•商工会（親会）の後継者であることを自覚し、対談・意見交換を実施しよう。
•同じ組織の一員として互いに抱えている問題を共有し、地域に対しての関わりを深めていこう。①親会との連携

•青年部事業の目的は、部員の資質向上のためであると肝に銘じ、何事も事務局頼りではなく、部員が
主体となって活動を行おう。

•補助金・助成金情報、セミナーなど、商工会を積極的に活用しよう。

②商工会事務局
との連携（活用）

•行政や地方議員やその他団体等と懇談の場を設け、お互いが抱える問題点を協力して解決できるよう
な体制を構築しよう。

③行政・その他団体
等との連携

■活動指針

②商工会青年部役員

④部員同士の交流事業

①青年部員
•縁あって自ら入部した青年部。積極的に参加して、自身の人間力を磨こう。
•スピーチやプレゼンテーションなどに慣れ、発言の表現力を高めよう。
•青年部や商工会を上手く活用して、他の経営者・後継者との交流により経営に役立てよう。
•青年部活動の充実のために青年部員を増やそう。

▲新会長　西尾将史

▲大髙衛氏

この商工会青年部の
あり方は、岐阜県商工
会青年部連合会のHP
に掲載しております。
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令
和
五
年
度
テ
ー
マ

「
繋
が
る
」～
地
域
を
超
え
た

繋
が
り
に
向
け
て
～

四
月
二
十
七
日
、
令
和
五
年
度
県
商
工

会
女
性
部
連
合
会
通
常
総
会
を
グ
ラ
ン

ヴ
ェ
ー
ル
岐
山
で
開
催
し
、
令
和
四
年
度

収
支
更
正
予
算
、
会
費
賦
課
徴
収
方
法
な

ど
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
選
任
が
行
わ
れ
、

新
た
な
役
員
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。（
新

役
員
は
左
記
表
１
の
と
お
り
）

な
お
、
総
会
に
先
立
ち
、「
女
性
部
功

労
者
」
の
表
彰
並
び
に
感
謝
状
等
の
贈
呈

が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
被
表
彰
者
は
左
記

表
２
の
と
お
り
）

総
会
終
了
後
、
リ
ー
ダ
ー
講
習
会
を
開

催
し
、
商
工
会
女
性
部
員
で
も
あ
る
ア
ト

リ
エ
ソ
レ
イ
ユ
の
小
島
瑠
美
子
代
表
と
結

婚
相
談
所
し
あ
わ
せ
の
ラ
ン
プ
の
今
井
充

子
代
表
よ
り
商
工
会
女
性
部
の
活
動
事
例

紹
介
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

小
島
さ
ん
は
、
笠
松
町
商
工
会
女
性

部
の
活
動
や
岐
阜

地
区
で
開
催
し

た
「
知
恵
ネ
タ
ご

ろ
ご
ろ
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
を
体

験
し
て
学
ば
れ
た

こ
と
や
今
後
の
自

社
や
笠
松
町
商
工

会
女
性
部
で
の
目
標
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

今
井
さ
ん
は
、
瑞
穂
市
商
工
会
で
開
催

さ
れ
た
「
ま
ち
ゼ
ミ
」
を
通
し
て
学
ば
れ

た
こ
と
や
こ
れ
か
ら
の
商
工
会
・
女
性
部

に
期
待
す
る
こ
と
を
話
さ
れ
、
参
加
者
に

大
変
参
考
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
岐
阜
県
生
涯
学
習
担
当
よ
り
企

業
内
家
庭
学
習
を
通
し
て　

地
域
の
学

び
・
繋
が
り
の
架
け
橋
に
な
る
た
め
の
ご

提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
新
た
な
繋
が

り
に
向
け
て
リ
ア
ル
な
繋
が
り
と
Ｄ
Ｘ
化

を
用
い
た
繋
が
り
は
こ
れ
か
ら
の
女
性
部

活
動
の
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

令
和
五
年
度
、
県
女
連
で
は
、「
繋
が
る
」

～
地
域
を
超
え
た
繋
が
り
に
向
け
て
～
を

テ
ー
マ
に
、
①
「
繋
が
る
力
」
に
よ
る
各
女

性
部
員
の
事
業
活
性
化
、
②
各
女
性
部
員

の
事
業
活
性
化
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
目

指
し
、
情
報
発
信
力
の
強
化
（
Ｄ
Ｘ
へ
の
取

組
み
推
進
）、
異
業
種
交
流
の
場
と
し
て
の

女
性
部
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
昨
年
度
開
設
し
た

女
性
部
員
紹
介
サ
イ
ト
「
き
ら
り
す
と
Ｇ

Ｉ
Ｆ
Ｕ
」
を
引
き
続
き
開
設
し
情
報
発
信

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
県
女
連
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
開
設
し
、
県
女
連
及

び
各
商
工
会
女
性
部
事

業
、「
き
ら
り
す
と
Ｇ
Ｉ

Ｆ
Ｕ
」
掲
載
女
性
部
員

紹
介
等
に
つ
い
て
情
報

発
信
を
行
い
ま
す
。

役職名 氏　　名 所属商工会
会 長 奥村　佳子 笠松町
副会長 長沼　惠子 大野町
副会長 伊佐治富江 八百津町
副会長 梅田みさき 中津川北
副会長 今井　弥生 萩原町
理 事 市橋　千尋 北方町
理 事 細野　博子 柳津町
理 事 國島　まき 輪之内町
理 事 藤村真里子 関市東
理 事 井出　雅子 郡上市
理 事 熊倉あけみ 恵那市恵南
理 事 髙木美賀子 金山町
監 事 吉田　澄子 海津市
監 事 山下　直美 白川村

県女連新役員名簿 表１

岐阜県商工会女性部連合会長表彰（女性部功労者）
女性部名 氏　　名 女性部名 氏　　名
岐南町 髙見　絹子 御嵩町 山田　彩子
笠松町 田島　眞弓 中津川北 田口　睦美
山県市 河野　従子 中津川北 曽我由美子
山県市 早川　朝子 中津川北 伊藤　和代
山県市 山田　富子 小坂町 鈴山　和子
関ケ原町 北村美代子 下呂 曽我眞由美
揖斐川町 橋本　恵子 下呂 小原ゆかり
郡上市 小林　裕子 下呂 今井　洋子
白川町 藤井　智子 高山南 井根佳余子

新規加入部員増加
優良女性部

（部員増強計画：９月～12月）

部員増加伸び率
優良女性部

（年間）

瑞穂市商工会女性部 笠松町商工会女性部
山県市商工会女性部 安八町商工会女性部
古川町商工会女性部 池田町商工会女性部

令和5年度 県女連 通常総会 功労者
表彰における被表彰者一覧 表２

岐阜県商工会女性部連合会長感謝状（優良女性部）
揖斐川町商工会女性部

岐阜県商工会女性部連合会長感謝状（女性部功労者）
商工会名 氏　　名 商工会名 氏　　名
中津川北 岩木　咲子 中津川北 西山美千代
中津川北 西尾　順子 下呂 グラッパー智子

令
和
五
年
度　　

岐
阜
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会　

岐
阜
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会　

通
常
総
会

通
常
総
会  

及
び
及
び  

第
１
回
リ
ー
ダ
ー
講
習
会

第
１
回
リ
ー
ダ
ー
講
習
会

▲新役員のみなさん

▲小島さん㊧と今井さん㊨

県女連
LINE公式
アカウント
友だち
募集中

▲「きらりすとＧＩＦＵ」
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叙
勲・褒
章
受
章
者

春
の

■ 概要
店主、山田さんは八百津

町生まれ、八百津町育ち。
出産を機に地元で昔から愛
されてきた喫茶店の店主の
もとで珈琲と喫茶について
学び、大好きな珈琲を仕事
とし同時に地域を盛り上げ
る活動をするとの強い想い
のもと、開業されました。コーヒー豆の販売が中心で
すが、店舗の一角がコーヒースタンドになっており、注
文ごとに１杯ずつ丁寧に淹れるハンドドリップコーヒー
が楽しめます。また各種イベントへの参加や地域の企
業とのコラボレーションも積極的に行っています。

■ こだわり
珈琲こよみのこだわ

りは、なんと言っても
品 質 の 高 い 珈 琲 豆 で
す。フェアトレードで
仕入れたオーガニック
コーヒーや高品質スペ
シャリティコーヒーの
提供をしています。自
家焙煎をすることで、
焼きたてで新鮮な風味
豊かなコーヒーを味わ
えます。

厳選して仕入れた豆
は、焙煎の前後に必ず
ハンドピックと呼ばれ
る選別作業を行い丁寧
に焙煎します。

■ 商工会との関わり

開業を決意された後、商工会へ創業相談にお越し
くださいました。店主の山田さん、県連広域推進課、
商工会指導員の３者で面談を重ね、また同時に創業
セミナーにもご参加いただき、目標としている事業
のイメージを、より現実的な内容の創業計画書にま
とめることができました。その他にも、設備導入の
ための資金調達、税務、記帳指導など、多くの場面
で商工会をご利用いただいています。

■ これから
今年の秋には大型の自動焙煎機が導入されるため、

現在よりも多くの注文に対応できる体制が整います。
今後は、創業時に策定した経営計画と実際の経営状
況を適宜確認しながら、
必 要 に 応 じ て 修 正 や 改
善を行い、事業者に寄り
添った伴走支援を実行し
ていきたいと思います。

（八百津町商工会）

店主

珈琲こよみ
 加茂郡八百津町八百津8351-1
 10時～16時

休  日曜日

▼

 詳しくはインスタグラムでご確認ください。

店舗外観
コーヒースタンドの商品

レトロで可愛らしい店内

　
令
和
五
年
春
の
叙
勲
・
褒
章
受
章
者

が
発
表
さ
れ
、
次
の
方（
商
工
会
か
ら
報

告
の
あ
っ
た
方
）が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

旭
日
小
綬
章

海
津
市
商
工
会
理
事
（
地
方
自
治
功
労
）

六
鹿 

正
規
氏

旭
日
双
光
章

海
津
市
商
工
会
員
（
地
方
自
治
功
労
）

飯
田
　
洋
氏

瑞
宝
双
光
章

関
ケ
原
町
商
工
会
員
（
保
護
司
）

中
川 

時
男
氏

瑞
宝
単
光
章

高
山
南
商
工
会
元
副
会
長（
消
防
功
労
）

上
田 

榮
勇
氏

未来を応援

珈琲こよみ
珈琲を通して八百津町を盛り上げたい！
こだわりの珈琲を届けます


